
騒黒 阪902 人口と世帯 

3月31日現在 （ ）内は前回比、男23 ,833(-146）女26,638(-78）計50,471 (-224）世帯17,714 (-72) 

空
き
缶
の

リ
サ
イ
ク
ル

を
徹
底
す

る

こ
と
は
資
源
の
有
効

活
用
だ
け

で
な
く
、
 

最
終
処
分
場
の

処
理
能

力
を

年
間
で

ー
 

カ
月
延
命
さ

せ
ま
す
。

廃
棄

物
処
理
施

設
の
建
設

は
、
土
地
確

保
、

財
政

面
な

ど
で
年

々
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
財

産
を
有
効

に
活
用
す

る
た

め
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
お

願
い
し

ま

す
。
 

週の見方を間違えないようにしましょう 
週の読み方は、毎月 1 日の並びの週が第 1 週です。 

月によっては第 1週や第5週に回収日がない月もあ

りますので、指定の集積所の収集日を確認のうえ、 

指定ごみだけ出すようお願いいたします。 

5月の力レンダー（川端町の場合） 

ロ燃やせるごみ 毎週火・金曜日 

「1燃やせないごみ 第1・3・5週木曜日 

ロリサイクル（空き缶） 第2・4週木曜日 

\ 

日 月 火 水 木 金 土 

第 1週 1 2 

第 2週 3 4 5 6 ⑦ 8 9 

第 3週 10 11 12 13 15 16 14 

第 4週 17 18 19 20 ⑩ 22 23 

第 5週 24 25 26 27 29 30 28 

第 6週 31 

市内全体を年間で平等に回収するため週ごとの回 

収日を設けましたので、 ご理解願います。 
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~f 

ニI’ミ分別は 

まず本人に自覚 

してもらうから 

川端町町内会長 

小野昭四郎さん 

川
端
町
内
会
で
は
、
ご
み
の
問
題
は
全

員
で
あ
た
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
町
内
会
で

独
自
の
回
覧
紙
を
作
り
、
 
「な
ぜ
缶
の
日

を
設
け
た
の
か
」
「
缶の
出
し
方
の
注
意
点
」
 

な
ど
細
か
く
説
明
し
た
り
、
ご
み
収
集
日

を
記
入
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
す
る
な

ど
、
分
別
す
る
側
が
よ
り
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
も
、
缶
の
日
を
燃
え
な
い
ご
み

の
日
と
勘
違
い
し
た
り
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス

チ
ー
ル
缶
を
分
別
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
っ

そ
フ
し
た
人
達
に
対
し
て
根
気
強
く
説
明

し
、
違
反
者
に
自
覚
を
促
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

地
域
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
み
な
さ

ん
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

発行 五所川原市役所／編集 総務課 〒037-8686 五所川原市字岩木町12番地 丑代)35-21 11番 



(
 

・業務内容に則して、部名、課名が

分かりやすくたょりました-o 
・高齢社会に対応くするソこめ、新たに

介護保険準備室が設置されました。 

4月から部課名が変わりました 

市の機構を紹介ノ 
市役所では、皆様により分かりやすく親しみやすいよう、 また効率自勺

な業務運営を図るため、 この 4月に機構改革を行いました。 

廃止、統廃合に伴う業務内容の変更があった課もありますので、皆様

には周知の上、 お間違えのないようお願いいたします。 

備
保
管
、
埋
火
葬
の
許
可
及
び
火
葬
場

の
使
用
許
可
等
を
担
当
。
 

水
稲
、
果
樹
、
野
菜
及
び
花
き
振
興
 

2
 

〇
国
保
年
金
課
 
保
険
給
付
係
、国
民
年金
係

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
、
高

額
医
療
費
の
貸
付
、
乳
幼
児
医
療
費
の

給
付
、
老
人
保
健
に
関
す
る
こ
と
、
国

民
年
金
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

〇
人
事
課
 
人事
係
、
研
修
厚
生
係
 

職
員
の
任
免
、
分
限
等
職
員
の
人
事

に
関
す
る
こ
と
、
職
員
の
研
修
、
福
利

厚
生
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成10年 5 月 1日 

〇
環
境
対
策
課
 
環境
係
、
安
全
係
 

公
害
の
調
査
及
び
防
止
、
害
虫
等
の

駆
除
、
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
及
び
再
資

源
化
に
関
す
る
こ
と
、
犬
の
登
録
及
び

狂
犬
病
の
予
防
、
葬
祭
苑
に
関
す
る
こ

と
や
、交
通
安
全
、防
犯
対
策
等
を
担
当
。
 

〇
管
財
課
 
管
財係
、
契
約
調
達
係
、用
地
係

公
有
財
産
の
統
括
調
整
、
財
産
区
の

事
務
指
導
に
関
す
る
こ
と
、
建
設
工
事

の
入
札
及
び
契
約
、
業
者
の
登
録
及
び

指
名
審
査
に
関
す
る
こ
と
、
公
共
用
地

の
取
得
、
登
記
等
を
担
当
。
 

ゃ
農
産
物
加
工
振
興
、
畜
産
、
林
業
及

び
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、
 

農
業
資
金
に
関
す
る
こ
と
や
、
農
業
技

術
対
策
、
農
業
の
共
同
化
・
協
業
化
の

育
成
指
導
、
畜
産
・
林
業
・
内
水
面
漁

業
の
振
興
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
の
許
可

等
を
担
当
。
 

〇
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
 

業
務
係
、
技
術
開
発
係

バ
イ
オ
技
術
の
研
究
開
発
、
優
良
種

苗
の
増
殖
・
供
給
及
び
普
及
指
導
。
 

〇
農
村
整
備
課
 

計
画
係
、
事
業
係
、国
土
調
査
係

農
業

・
農
村
整
備
事
業
の
調
査
、
計

画
及
び
施
行
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
 

農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
や

地
籍
調
査
を
担
当
。
 

〇
工
事
検
査
室
 

土
木
及
び
建
築
工
事
の
検
査
、
技
術

的
事
業
の
事
務
改
善
に
関
す
る
こ
と
を

担
当
。
 

民 

生 

部 

〇
情
報
シ
ス
テ
ム
課
開
発
係
 

電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
運
 

用
及
び
保
守
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

〇
は
つ
ら
つ
女
性
課
 

女
性
政
策
係
、
健
康
推
進
係

女
性
政
策
の
総
合
企
画
及
び
男
女
丑
（
 

同
参
画
社
会
建
設
の
支
援
に
関
す
る
こ

と
、
生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
の
予
防
、
 

妊
産
婦

・
乳
幼
児
等
の
保
健
指
導
、
予

防
接
種
、
そ
の
他
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

〇
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

働
く
女
性
や
勤
労
者
家
庭
の
主
婦
の

文
化
・
教
育
・
福
祉
及
び
厚
生
、
市
民

の
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

〇
商
工
観
光
課
 

商
工
労
政
係
、観
光
係
、
企
業
誘
致係

商
工
業
及
び
中
小
企
業
の
振
興
、
地

場
産
業
等
商
工
諸
団
体
の
育
成
、
出
稼

ぎ
に
関
す
る
こ
と
や
、
観
光
物
産
事
業

の
企
画
及
び
推
進
、
宣
伝
、
企
業
誘
致

の
ほ
か
、勤
労
者
施
設
の
管
理
を
担
当
。
 

〇
税
務
課
 
市民
税
係
、
資
産
税
係
 

市
民
税
、
軽
自
動
車
税
等
税
金
の
試

算
に
関
す
る
こ
と
や
、市
民
税
の
証
明
、
 

原
付
自
動
車
の
標
識
交
付
に
関
す
る
こ

と
、
固
定
資
産
税
に
係
る
諸
証
明
に
関

す
る
こ
と
を
担
当
。
 

舟
王
 
ル

又
 
番
 

受
 
！
！
一
】
ロ
 
一F
 

経 

済 

部 

〇
収
納
課
 
管理
係
、
収
納
係
 

〇
土
木
課
 
管理
係
、土
木
係
、道
路
維
持
係

道
路
占
用
及
び
使
用
等
、
道
路
の
維

持
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
土
木
工
事
の
 

〇
農
政
課
 
農
政
係
、
農
務
係
、畜
産
林
務
係
 

〇
市
民
課
 
市
民
係
、窓
口
係
、
戸
籍
係

児
童
手
当
、
外
国
人
登
録
、
印
鑑
登

録
、
市
民
相
談
及
び
住
民
基
本
台
帳
に

係
る
届
出
の
受
付
、
各
種
謄
抄
本
及
び

諸
証
明
の
交
付
、
戸
籍
の
作
成
及
び
整
 

総 I"D 

務 

部 

市
税
の
徴
収
・
収
納
に
関
す
る
こ
と

を
担
当
。
 財 

政 

部 

〇
総
務
課
 
庶務
係
、
行
政
係
、
広
報
係

庁
舎
の
維
持
管
理
、
災
害
に
関
す
る

こ
と
、表
彰
及
び
叙
勲
に
関
す
る
こ
と
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
及
び
集
会

所
に
関
す
る
こ
と
や
、
条
例
、
規
則
に

関
す
る
こ
と
、
議
会
の
招
集
及
び
議
案

の
調
整
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
誌
の
発

行
等
を
担
当
。
 

〇
秘
書
室
 
秘書
係
 

秘
書
業
務
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 

〇
財
政
課
 
財
政係
 

予
算
の
編
成
、
地
方
交
付
税
及
び
地

方
債
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
市
の
財
政

全
般
を
担
当
。
 

〇
企
画
課
 
企画
調
整
係
、
統
計
係
 

市
の
総
合
開
発
の
企
画
及
び
調
査
研

究
、
市
重
点
施
策
の
総
合
調
整
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
推
進
、
広
域
市
町

村
圏
の
推
進
や
統
計
業
務
全
般
を
担
当
。
 



H建設部」  

H総務部ト 

H財政部 

教
育
委
員
会
 

一
 

土木課~ 
都市計画課 i  l 	公園管理センター 

建築住宅課 IL区画整理室 
下水道課 1 	浄化センター 

七和支所 

毘沙門支所」 
梅沢支所 

三好支 

飯詰支所
長橋支所 

市民課~ 
国保年金課 

鷲警覧晦孔禁敏薩 
農政課ト広域新農業センター 
農村整備課 
商工観光課 

人事課 
工事検査室」 

財政課 
企画課 

管財課 
情報システム課~ 

収納 

総務課 

五所川原市行政機構図 
総務課 	秘書室~ 

H民生部~ 

H経済部」  

〇
生
涯
学
習
課
 

社
会
教
育係
、
文
化
係
、
青
少
年
係
 

中央公民館~ 
学校給食センター~ 

図書館 1  
市民体育館~ 
歴史民俗資料館 1  
小学校・中学校 

収入役 

センター］ 

院~ 

康課 1  

管理 
医事 

H高等看護 

果 1  

医療局 

看 

事務局 1 

総務課 
工務課 
中央管 

生活福祉課 
高齢福祉課 
介護保険準備室 1 
養護老人ホーム 
地域福祉センター 

学校教育課
生涯学習課 

ー スポーツ 

水道事業所 

会計課 

H西北中央病院 ~ 

H事務局 

福祉事務所~ H 

事務局 

事務局 

事務局 

教育機関~ 

H 	 

［選挙管理委員会 

事務局 監 査 委 員 

会  

農 業 委 員 会 

教
育
長
 

五所川原市役所 公35-2111 3 平成10年 5 月1日 

,
 

設
計
及
び
監
督
、
河
川
改
修
及
び
維
持

管
理
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

〇
都
市
計
画
課

事
業
係
、計
画
係
 

都
市
計
画
、
市
街
地
開
発
、
都
市
公
 

園
事
業
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

〇
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
  

都
市
公
園
及
び
児
童
遊
園
、
街
路
樹
 

及
び
花
壇
の
維
持
管
理
等
を
担
当
。
 
 

〇
区
画
整
理
室
 
清
算
係
、
事
業
係
 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
企
画
及
び
調

査
、
保
留
地
の
処
分
や
住
居
表
示
に
関

す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

〇
建
築
住
宅
課
 

管
理
係
、
建
築
設
備
係
、
営
繕
係

市
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と
、
市
有
建

築
物
の
設
計
及
び
工
事
監
理
監
督
、
営

繕
工
事
の
監
理
監
督
を
担
当
。
 
 

〇
下
水
道
課
 

業
務
係
、エ
務
係
、計
画
係
、
堰
機
能
管理
係

下
水
道
事
業
の
総
合
計
画
・
設
計

‘
 
 

工
事
に
関
す
る
こ
と
、
排
水
施
設
の
設

置
に
係
る
申
請
の
審
査
及
び
検
査
、
水

洗
化
の
普
及
、
堰
の
管
理
等
を
担
当
。
 
 

〇
浄
化
セ
ン
タ
ー
  

処
理
施
設
の
維
持
管
理
を
担
当
。
 
 

福
祉
事

務
所
 

〇
生
活
福
祉
課
 

庶
務
係
、
保
護
係
、
児
童
家
庭
係

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
母
子

及
び
寡
婦
福
祉
法
に
関
す
る
こ
と
や
、
 
 

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
遺
児
入
学
祝
金
等
の
支
給
、
日
赤

及
び
民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
関
す
る
  

「
」と
、家
庭
児
童
相
談
室
な
ど
を
担
当
。
 
 

〇
高
齢
福
祉
課
高
齢

者
対
策
係
、福
祉
係

老
人
福
祉
法
、身
体
障
害
者
福
祉
法
、
 
 

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に
関
す
る
こ
と
や
、
 
 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
老
人
福
祉
 

施
設
、
身
体
障
害
者
施
設
、
精
神
薄
弱

者
施
設
に
関
す
る
こ
と
等
を
担
当
。
 
 

〇
介
護
保
険
準
備
室
 
介護
保
険
準
備
係

介
護
保
険
事
業
運
営
体
制
の
整
備
に

関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
 

〇
学
校
教
育
課
 
庶務
係
、施
設
係
、学
務
係

教
職
員
の
人
事
、
服
務
及
び
福
利
厚

生
に
関
す
る
こ
と
や
、
教
育
財
産
の
取

得

・
管
理
・
処
分
、
学
校
の
設
置
及
び

廃
止
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
就

学
、
入
学
、
転
学
及
び
就
学
の
援
助
、
 
 

就
園
の
奨
励
に
関
す
る
こ
と
等
を
担
当
。
 
 

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、
文
化
及

び
芸
術
の
振
興
、
伝
統
文
化
（
財
）
等

の
保
護
及
び
育
成
、
調
査
・
活
用
に
関

す
る
こ
と
や
青
少
年
対
策
を
担
当
。
 
 

〇
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

ス
ポ
ー
ッ
振
興係
、
学
校
保
健
係

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
、
体
育
施

設
の
管
理
運
営
、
学
校
保
健
・
環
境
衛

生
の
管
理
指
導
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

〇
指
導
課
 

教
育
課
程
、
学
習
指
導
、
生
徒
指
導

及
び
学
校
教
育
に
関
す
る
専
門
的
事
項

の
指
導
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
。
 
 

委 

口 

貝 

‘ム，  
云  

〇
農
業
委
員
会
 
庶務
係
、農
地
係
、
農
政
係

農
地
の
移
動
及
び
転
用
の
許
可
に
関

す
る
こ
と
、
農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ

と
、
制
度
資
金
の
貸
付
、
耕
作
証
明
書

等
の
交
付
を
担
当
。
 
 

※
 
西
北
中
央
病
院
、
水
道
事
業
所
、
 
 

中
央
公
民
館
等
の
教
育
機
関
、
農
業
委

員
会
を
除
く
各
委
員
会
に
つ
い
て
割
愛

さ
せ
て
項
き
ま
し
た
が
、
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
で
す
の
で
、
）
」
 
 

了
承
く
だ
さ
い
。
 
 



平成10年 5 月 1日 五所川原市役所 容35-2111 

…

良
い
戸
・
・・

 

四
月
十
日
は

建
具

の
日
で
す
 

一
人
暮
ら
し
老
人
に
奉
仕
活
動
 

ー
」

ノ
ー
 
 

四
月
十
九
日
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
ォ
 

ー
ナ
ー
会
員
に
よ
る
植
菌
作
業
が
ふ

る
さ
と
林
間
フ
ァ
ミ
リ
ー
園
で
約
八

十
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
会
員
は
六
百
本
の
ほ
だ

木
に
植
菌
し
た
後
、
用
意
し
た
し
い

た
け
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

昨
年
も
参
加
し
て
い
る
布
屋
町
の

角
田
ち
や
さ
ん
は
 
「収
穫
時
期
が
楽

し
み
で
す
。
今
年
も
多
く
採
れ
る
と

い
い
で
す
ね
」
 
と
う
れ
しそ
う
に
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

四
月
十
日
を
 「良
い
戸
」
と
読
み

替
え
、
春
を
迎
え
て
建
具
の
使
用
も

増
す
こ
の
時
期
に
建
具
へ
の
認
識
と

愛
着
を
深
め
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
木
工
工
芸
会
（会
長
成

田
修
二
・
会
員
十
三
名
）
で
も
四
月

十
日
に
一
人
暮
ら
し
老
人
の
お
宅
九

軒
を
訪
ね
て
戸
の
開
閉
の
調
節
や
修

繕
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
行
 
 

い
ま
し
た
。
 

訪
間
を
受
け
た
、
鈴
木
タ
ケ
さ
ん
 

（
柏原
町
）
（
八二
）
は
、
 「冬
に

な
る
と
戸
が
渋
く
開
け
閉
め
が
で
き

な
い
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
大
変
助

か
り
ま
す
」
 
と
喜
ん
で話
し
て
い
ま

し
た
。
 

成
田
会
長
は
 
「
今後
も
こ
の
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
行
っ
て
地

域
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
」
 
と
抱負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

看
護
婦
（
士
）を
 

目
指
レ
頑
張
り
ま
す
 

市
立
高

等
看
護
学
院

入
学

式
 

四
月
十
日
、
市
立
高
等
看
護
学
院
 

（山
形
明
義
学
園
長
）
で
第
三
十
三

回
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
男

性
五
人
を
含
む
新
入
生
三
十
人
が
、
 

正
看
護
婦

（
士）
の
資
格
取
得
に
向

け
、
三
年
間
の
学
園
生
活
を
始
め
ま

し
た
。
 

式
で
は
、
山
形
学
園
長
が

「
患者

の
痛
み
が
分
か
る
看
護
の
心
を
学
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
成

田
市
長
が

「働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
院

で
む
だ
な
時
間
が
な
い
よ
う
に
頑
張

つ
てく
だ
さ
い
」
と
励ま
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
を
受
け
、
新
入
生
を
代
表
し

早
坂
淳
さ
ん
（一
一
〇
）
が
 
「
思
い
やり

の
心
を
持
ち
誠
心
誠
意
努
力
し
看
護

婦
（
士）
を目
指
し
頑
張
り
ま
す
」
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

花
と
緑
の
あ
る
調
和
の
 

と
れ
た
街
を
目
指
し
 

市
環
境
緑
化
ま
つ
り
 

四
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
花

と
緑
の
市
と
称
し
て
第
二
十
六
回
市

環
境
緑
化
ま
つ
り
が
市
役
所
お
ま
つ

り
広
場
で
行
わ
れ
庭
園
樹
、
花
木
な

ど
を
求
め
る
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
 

二
士
1百

の
開
会
式
で
は
、
成
田

市
長
が

「
花と
緑
の
あ
る
調
和
の
と

れ
た
元
気
な
街
づ
く
り
に
市
民
の
皆

さ
ん
も
協
力
し
て
ほ
し
い
」
 
と
挨拶

後
、
今
年
度
小
・
中
学
校
に
入
学
し

た
新
入
生
に
梅
や
あ
ん
ず
の
苗
木
を

贈
り
ま
し
た
。
 

―生懸命に修繕する会員を見て

喜ぶ鈴木タケさん 

4
 

「
 



曾
意
の

花
か
ご
）
 

ま
ち
を
き
れ
いに
住
み
よ
い環
境
づく
り
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
 

側
溝
の
ご
み
や
泥
を
入
れ
た
袋
を

回
収
し
住
民
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
す
る
春
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
が
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

で
ー
カ
月
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

四
月
十
日
の
回
収
作
業
で
は
各
町

内
会
か
ら
七
十
人
が
参
加
し
、「
市民

と
行
政
が
信
頼
関
係
の
も
と

一
緒
に

汗
を
流
す
の
は
大
変
意
義
深
い
」
 
と

成
田
市
長
が
あ
い
さ
つ
後
、
国
道
三

三
九
号
を
起
点
に
し
栄
町
か
ら
敷
島

町
踏
切
ま
で
の
区
間
を
二
班
に
分
か

れ
前
も
っ
て
道
路
脇
に
積
ん
で
い
た

泥
袋
を
ー
つ
ー
つ
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
、
 

ダ
ン
プ
カ
ー
に
積
み
こ
む
作
業
を
し
、
 

街
の
環
境
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
小
林
清
蔵
理
事
長
）
で
は
、
 

四
月
＋
日
、
百
五
十
五
人
の
会
員
の

皆
さ
ん
で
市
役
所
周
辺
と
菊
ケ
丘
運

動
公
園
に
分
か
れ
清
掃
奉
仕
を
し
ま

し
た
。
 

今
年
四
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法

を
細
分
化
し
た
た
め
、
会
員
ら
は
燃

え
な
い
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
 

ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
の
四
種
類
に
分

け
二
人
一
組
に
な
り
落
ち
葉
や
缶
な

ど
を
捨
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
六
十
歳
以
上
の
会

員
で
組
織
さ
れ
会
員
五
百
八
十
八
人
、
 

九
年
度
の
依
頼
件
数
は
四
千
五
十
七

件
、
契
約
高
が
一
億
七
千
二
百
万
円

と
な
り
庭
木
の
勇
定
や
草
刈
り
な
ど

豊
か
な
経
験
を
生
か
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

国
無
油湖

か
 

四
月
四
日
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の

黒
石
八
郎
さ
ん
と
本
市
出
身
の
コ
ロ

ム
ビ
ア
の
演
歌
歌
手
原
か
お
り
さ
ん

の
 
「黒
石
八
郎
、
原
か
お
り
ず
っ
ぱ

ど
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
 
がオ

ル
テ
ン
シ
ア
で
行
わ
れ
成
田
市
長
に

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
十

万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

受
け
取
っ
た
成
田
市
長
は

「
大事

に
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
 
と
答

え
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
 

舞
台
で
は
、
原
さ
ん
は
デ
ビ
ュ

ー
 

曲
な
ど
演
歌
を
披
露
し
、
黒
石
さ
ん

は
軽
快
な
話
術
で
観
客
を
笑
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
お
金
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
贈
り
ま
し
た
。
 
 

ど
う
も
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

美
術
館
建
設
へ
市
民
募
金
 

四
百

三
十
五
万
円
 

市

へ
寄

付
 

＼
五
所
川
原
市
美
術
館
 
ノ
 

ノ
 

建
設
促
進
期
成
会
、
 

市
立
美
術
館
の
建
設
運
動
を
行
っ

て
い
る
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
 

（
会長
職
務
代
理
者
・川
村
恒
儀
商
工

会
議
所
会
頭
）
は
四
月
十
日
、
昨
年

度
寄
せ
ら
れ
た
募
金
四
百
三
十
五
万

七
千
七
百
十
円

（十
五
件
）
を
市
に

寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
は
百

十
四
件
、
七
千
三
百
二
万
九
千
五
百

四
十
一
円
と
な
り
目
標
の
一
億
円
に

一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。
 

川
村
職
務
代
理
者
か
ら
寄
付
を
受

け
、
美
術
館
を
要
望
さ
れ
た
成
田
市

長
は

「建
設
は
今
す
ぐ
と
言
う
訳
に

は
い
か
な
い
が
、
焦
ら
ず
後
世
に
残

る
い
い
も
の
を
造
っ
て
い
き
た
い
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
株
式
会
社
一
戸
商
店
（
一
戸
さ
 

ち
さ
ん
）
廿
二
十
万
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
平
成
十
年
五
所
川
原
市
合
同
除
 

厄
祈
願
祭
（
梅
田
英
行
実
行
委
員
 

長
）
廿三
万
九
千
二
百
六
十
一
円
。
 

五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
今謙

一
会
長
）
か
ら
寄
贈
。
 

⑨
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
廿
二
十
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
廿
車

一
台
。
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行政連絡員はあなたと市 
を結ぶ情報配達人です0 

任期は2年。あなたの地区の178 
人の行政連絡員が決まりました。 
どうぞよろしくお願いしますノ 

 

平成10年 4 月 1日現在（敬称略） 

五所川西

寺町・岩木町 

刻U也区 
尾崎 	忠 

一鎌
 
谷
町
 

ッ
 
欠
口
 

伊南 裕康 梅 	田 船越兼太郎 二 本 柳 蒔田 謙逸 

竹谷 	とく 中 	泉 成 田 千義 飯 詰 士tり 	区 

小 	曲 平 川 	巌 鎌 谷 町 三 h 晴男 中 	泉 今 	佐太郎 坂 	ノ 	L 長峰 勝義 

沼 	田 金田 靖子 鳥 	森 木村孝三郎 長 橋 土也 区 南 	新 乳井 光夫 

錦 	町 上見 勝行 田 	園 	町 大沢 拓三 浅 	井 笹森 行男 北新・中町 長峰 政雄 

新 宮 町 松本 一雄 松島町2・3丁目 野呂 	操 福 	山 石 岡 清一 新町・大町 今 	鷹勝 

新 	宮 原 青 葉 町 伊藤 義美 福 	山 須藤 	昇 伝助町・下町 三 浦 利雄 

若 葉 第 二 三上 織春 松島町1丁目 藤田善太郎 杉 派 立 須藤 作市 大 正 町 成 田 四郎 

若 葉 第 一 神野 典子 松島町 7丁目 浅見 則昭 野 	里 石 岡 昭蔵 大 	日 	町 柳原 幸枝 

若葉市営住宅 成 田 敏子 松島町 8 丁目 千田 一雄 神 	山 松野 繁春 中 	下 浜舘 由松 

若葉県営住宅 小野 っ 亘 松島町 5 丁目 阿部 良一 松 野 木 仙庭 	祐 長 	坂 平 山 正治 

末 広 町 小野 清茂 松島町 6 丁目 白 川 久夫 福 	岡 片 岡 政雄 曙 	町 岡 田 晴正 

柏 原 町 境 	勇造 松島町 4 丁目 櫛 引 二郎 若 	山 清野 光郎 興隆‘朝 日 浅利 	清 

幾 島 町 江良善五郎 本 	町 葛西 昭雄 石 	田 	坂 斉藤 修一 下 岩 崎 其田 富夫 

上 平 井 町 気 田 勝治 川 	端 町 毛内 政一 戸 	沢 間 山 正 昭 五 本 松 中谷 其瑳夫 

平 井 町 津川 武雄 五所I鵬

湊 

月栄土也区 

平山 蒲助 

豊
  

成

和
 

七
  

土岐 菊己

地 区 

下 	村 今 	賓 

中 平 井 町 片岡 敬章 上町・寺町 油谷 清吉 

十 川 	町 西村 喜美 湊 平山 	薫 高 	野 福士 	茂 三 好 士也 区 

下 平 井 町 磯過 勇 司 姥 	落 木村三四郎 高 	野 工藤 岩光 鶴 	ケ 	岡 長尾 義勝 

下 平 井 町 木村嘉四雄 猫 	測 藤田 泰三 高 	野 福士由五郎 鶴 	ケ 	岡 小野 勝幸 

さ っ き 町 里予 E 修三 三 増沢 市雄 前 田 野 目 今 	一雄 鶴 	ケ 	岡 開 米仁次郎 

敷 島 町 木村 宜弘 稲 	実 加藤 藤男 前 田 野 目 斉藤仁右衛門 上 藻 川 太 田 辰男 

雛 	田 平 山 昭三 稲 	実 木村勝四郎 持 子 沢 山 内 鉄雄 下 	藻 川 一戸 慶喜 

東 雲 町 蝦名 麗子 稲 実 団 地 工藤 とみ子 羽 野 木 沢 阿部 義文 下 藻 川 竹谷 	繁 

旭 	町 一戸 麗子 柳 	沼 成 田 	浩 原 	子 柳原政次郎 下 藻 川 川 浪 	登 

東 	町 木村 正友 広 	田 工藤 忠市 原 	子 伊藤 俊彦 高 	瀬 田 中 長作 

布 屋 町 角 田 	保 広 	田 葛西 松男 俵 	元 松山 与七郎 福 	井 小笠原一郎 

弥 生 町 小野 潤子 藤 浦 団 地 田 中米五郎

田 中 公子 

松
  

島
畑
 吹

  

士也 区

木村 博一 

I4コ 	川 

上 	川 	山 

士也 区

秋田 平内 大 	町 高橋 睦彦 光ケ丘ニュータウン 

西 若 葉 坂本 恵子 みなみ広田 今 	兼博 唐 笠 柳 太田 永作 ~ 藤森竹太郎 

ニュータウン新宮 小野 晴夫 広 	平 山形 	功 石 	岡 一戸 正雄 ■ H 	11U 藤森栄次郎 

若 葉 苑 伊藤不二男 七 	ッ 	館 葛西 繁夫 水 野 尾 小田桐秀寿 ■~ 田 中 満雄 

五所”栃

第 二 柳 町 

巨南士也区 

葛西 富蔵 

七 	ッ 	館 葛西喜美雄 田ュ
 
「
＋

j
  

水
漆
 
尾

川
 

太 田 文 男 

~ 
笠井 	強 

雇用促進住宅 新谷 由美子 小田桐幸雄 小野武三郎 

第 一 柳 町 鶴谷廉之助 みどり町1・2丁目 神 	兼義 漆 工藤 政二 ．玉~ 奈良岡吉春 

成 田 	町 蒔田 照 明 みどり町2丁目 斉藤 シゲ子 太 	刀 	打 山形 隆一 ~■ 奈良 直正 

元 	町 岩川 恒夫 みどり町3丁目 小野 栄子 桃
尻
 
崎
無
 

伊藤 正美 

山 田 	実 

毘う少門・

毘 沙 門 

長富封」1内 

蝦名 健治 田 町・栄町 須郷 定一 みどり町4丁目 秋田 	実 

田町・栄町 長 内忠次郎 みどり町5丁目 原子 牧子 一 野 坪 小野 鉄男 旭・ 新 田 太 田 金男 

日 乃 出 町 西村 速雄 みどり町6丁目 柾木 晶子 石 	畑 対馬 亮一 中 	崎 北川 共一 

平 和 町 片 山 正 七 みどり町7丁目 赤城 幸雄 前落・中村 山 口 智巧 共 	栄 山 口 由 光 

平 和 町 秋田 善七 みどり町8丁目 本荘 栄造 馬 	性 伊藤 航一 中野・川 端 山 口 智 弘 

湊 団 地 吉井 善一 虫 	流 畠 山 三郎 野崎・金山 高橋 義美 上 長 富 増 田 光信 

八 重 菊 山 下 祐次 ひがし光ケ丘 阿部 悦子 田 	中 小野 正清 東 長 富 中 元武三郎 

千 	鳥 成 田正太郎 梅 う尺 士tIl 	［区 悪戸・宮田 高橋 義正 中 	長 	富 斉藤 秀成 

新 	町 封馬 昭文 梅 	田 成 田 嘉雄 川 	代 	田 工 藤 満男 下 長 富 木村千代作 

一ッ谷団地 佐野 春美 梅 	田 竹谷 英利 米 	田 対馬勝四郎 

五所川原市役所 公35-2 111 
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テ
ー
ー
ス
初
心
者
・
初級
者
教
室
 

受
講
生
募
集
 

日
曜
教
室

3
5・7
6
7
2
（今
井
）
 

月
曜
教
室

3
4・3
1
8
8
（角
田
）
 

（午
後
7
時
以
降
で
お
願
い
し
ま
す
 

嗣
園
ザ
 ロ 

ン
 

日
曜
教
室
  

一
般
対
象
（
中学
生
以
上
）
 

5
月
1
0日
か
ら
約
1
0回
 

月
曜
教
室
  

一
般
対
象
（
中学
生
以
上
）
 

5
月
1
1日
か
ら
約
1
0回
 

土
曜
教
室
  

（
第2
・
第4
）小
学
生
対
象
 

5
月
9
日
か
ら
約
1
0回

◇
開
催
時
間
・
場
所
 

い
ず
れ
も
1
0時

ー
1
2時
 

市
営
テ
ニ
ス
場
（
菊
ケ丘
運
動
公
園
内
）
 

◇
受
講

料
 
実
費
 

◇
申
込
方
法
 
会
場
に
て
受
付
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
テ
ニ
ス
協
会
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

1
0年
の
あ
ゆ
み
展
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場
 

容
3
4・2
7
1
0
 

ナ
ー
で
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

〇
5
月
6
日
困

ー
2
1日
困
 

五
所
川
原
郵
便
局
ロ
ビ

ー
 

〇
5
月
2
3日
田

、
2
5日
囲
 

エ
ル
ム
ホ
ー
ル

（
エ
ル
ム
の
街
s
C
 

2
F
)
 

琴
古
流
尺
八
 
竹
志
会

五
周
年
記
念
講
演
会

e
3
5・3
2
91
（
高橋
）
 

〇
5
月
1
0日
回
 

開
場
 
1
2時
3
0分
 

開
演
 
1
3時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
・
小
ホ
ー
ル
 

◇
賛
助
出
演
 

尺
八
…
江
雲
会
青
森
支
部
 

筆
 
木

の
実
会

・
小
野
寺
社
中
奏
 

絃
会
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

（
ロ
ビ
ー
で
は
呈
茶
も
行
い
ま
す
）
 

第
六
回
え
び
ね
展
 

容

3
4・
5
3
2
4
（
加
藤
）
 

平
成
1
0年
度
 

就
労
前
技
能

講
習
会
 

五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
 

公
3
4・3
1
7
1

内
線

1
1・1
2
 

こ
の
講
習
会
は
、
出
稼
ぎ
労
働
者
を
 

対
象
に
技
能
の
向
上
と
安
全
就
労
の
確
 

保
、
地
元
就
労
に
資
す
る
た
め
に
実
施
 

さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

◇
申
込
受
付
 

各
講
習
会
の
ー
カ
月
前
よ
り
受
付
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
 

◇
申
込
書
類
 

①
申
込
書
用
紙

（各
講
習
会
の
ー
カ
月
 

前
よ
り
希
望
者
に
配
布
）
 

②
出
稼
労
働
者
手
帳
 

③
返
信
用
封
筒
（
自
分
の
住
所

・
氏
名
 

を
記
入
し
、
切
手
を
貼
る
）
 

④
印
か
ん
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

「子
ど
も
に
夢
を
ノ
未
来
を
開
く
知

恵
と
勇
気
を
ノ
」
の
理
念
の
基
、
設
立

さ
れ
た
五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
の
1
0年

間
を
振
り
返
る
ほ
か
、
 
「
つ
く
っ
て
遊

ぼ
」
や
 
「み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
コ

ー
 

ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル
ドゲ
ー
ム
 

参
加
者
募
集
 

（
社）
五
所
川
原
青
年

会
議
所

公

3
5・4
0
4
9
 

地
球
全
体
を

ー
つ
の
社
会
と
見
な
し
 

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
代
表
に
な
 

っ
て
、
世
界
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
 

決
す
る
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
 

〇
6
月
2
8日
回
 

青
森
中
央
短
期
大
学
 
体
育
館
 

◇
募
集
人
員
 
8
名
（
先
着
順
）
 

◇
参
加
料
 
1
0
0
0
円
 

（
弁当
代
、
記
念
品
代
、保
険
代
）
 

◇
締
切
 
5
月
2
9日
圏
 

◇
主
催
 
（
社）
日本
青
年
会
議
所
東
北
 

地
区
青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
 
 

バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
し
て
さ
わ
や
か
に
 

汗
を
流
し
ま
し
よ
う

費
3
5・0
3
4
3
（佐
々

木
）
 

〇
毎
週
金
曜
日
 

1
0時
ー
1
2時
 

五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

※
 
5
月
8
日
か
ら
で
す
。
 

◇
会
費
 
5
0
0
円
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
夜
楽
し
み
た
い
方
へ
 

（家
庭
婦
人
、独
身
女
性
に
限
り
ま
す
）
 

〇
毎
週
水
曜
日
 

1
9時

ー
2
1時
 

五
所
川
原
市
南
小
学
校
 

◇
会
費
  
5
0
0
円
 

銘
花
か
ら
当
地
産
の
も
の
ま
で
展
示

す
る
ほ
か
、
斑
入
植
物
等
も
展
示
い
た

し
ま
す
。
 

〇
5
月
3
日
⑧
・
4
日
囲
 

杯
省
火
語
ホ
ー
ル
（
五
所川
原
温
泉
隣
旦

◇
主
催
 
東
日
流
蘭
友
会
 

県高等学校公開講座 
五所川原農林高等学校教室 

〇 5月16口（上）~10月3口止） 	1 3U寺30 
青森県立五所川原農林高等学校 

◇定員 35名 

く＞対象 成人で、出来る限り全日程を受講でトきる方 

く◇・受講料 無米斗 

◇申込期間 	5 月 8 日（劃 

〈公β航毒座の日程と内容〉 

分～16時30分 

実施日 学 	習 	内 	容 

5/16).):) 開講式・説明会 ウチョウランを育てよう 

5/30(f-J 身近な食材を利用した染色 

6/20(1:) 草花の手入れ 

7/4ft) デジカメではがきを作ろう（デジカメに親しむ） 

718(L) デジカメではがきを作ろう（写真入りはがきの作成） 

8/29(D 手作りパンの製造 

9/5(1:) 豆腐さまぎま 

10/3(L) バイオで草花を増やそう 閉校式・修了証授与 

間い合わせ 県立五所川原農林高等学校

公開講座係 倉光 か(35) 2 1 2 1 

講習種類 講習期間 講習場所 定員 

玉掛 技 能 
6/ 9 Lk) 
~6/1 1(*) 西北労働 

基準協会 
30名 

小型移動式
クレーン運転 

6/16(k) 
- 6/18(t) 

足場組立作業 8/1 9(*) 
--8/20(*) 建設業協会

北五支部 
20名 

主 任 者 

型わく支保工
作業主任者 

3/26（水） 
--8/27(*) 

7 平成10年 5 月1日 五所川原市役所 費35-2111 



平
成

1
0年
度
 

北
辰
大
学

受
講
生
募
集
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

五
所
川
原
市
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
 

会
員
募
集
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

内
線

5
7
0
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エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
 
エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
 

販
売
 

電
話
 
3
31
6
2
76
 

◇
当
日
券
 
3
5
0
0
円
 

当
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
て
販
売
 

東
京
港
着
ー
陸
上
研
修
（
施
設
見学
）
ー
 

(1
泊
）
ー
J
R
バ
ス
ー
青
森
着
（
解
散
）
 

◇
参
加
資
格
 

①
市
内
在
住
者
で
、
平
成
1
0年
9
月
1
 

日
現
在
6
0歳
以
上
の
方
。
 

②
心
身
共
に
健
康
で
、
船
内
及
び
陸
上
 

で
の
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
積
極
 

的
参
加
意
欲
の
あ
る
方
。
 

③
過
去
に
あ
お
も
り
シ
ニ
ァ
洋
上
セ
ミ
 

ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
。
 

◇
寡
集
人
員
 
9
名
 

（
応
募者
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

◇
参
加
者
負
担
金
 

一
人
 
5
6
0
0
0円
 

◇
募
集
期
間
 

5
月
1
日
圏
1
5
月
2
9日
団
 

1
4時
ま
で
 

電
話
 
3
31
2
1
1
1
 

丑
・
ロ
シ
ア
交
流
フ
ォ
1
フ
ム
 

〇
5
月
1
7日
回
 

1
3時
3
0分
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
 
2
階
 
ェ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 

「
青
森
県と
ロ
シ
ア
の
交
流
」
を
テ

ー
 

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

◇
講
師
 

青
森
大
学
 
村
越
潔
教
授
 
他
 

幽雰事猫屋1 

口
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

が
開
催
さ
れ

ま
す
 

ー 一‘一 一 貴重な森林を守り、豊かな郷土を築く 

l些以g奪j智辰了 たや山に入る方は、次のことを守りまし 
よ フ o 

①枯れ草等のある危険な場所では、たき火をしないこと。 

②強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと。 

③）たき火の場所を離れるときは完全に消火すること。 

④たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと。 

⑤火遊びはしないこと。 
⑥火入れーをするときは、市長の許可が必要です。 

農政課 内線 352 

教
育
委
員
会
で
は
、
6
月
か
ら
開
講

す
る
北
辰
大
学
（
高
齢
者
教
室
）
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
目
的
 
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
求

め
、
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
仲
間
づ
く
り
ゃ
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た
め
の
連
帯
感
を
高
め
る
。
 

◇
対
象
 
市
内
に
在
住
す
る
6
0歳
以
上

の
健
康
で
通
学
で
き
る
方
 

・

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
 

・

そ
の
他
の
希
望
者
 

◇
申
込
締
切
 

5
月
1
2日
因
 

◇
開
講
式
 

6
月
3
日
困
 
1
3時
 

兵庫県南部地震災害義援金 I 

I 電話 078(362)4560I 

口
ン
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
市

教
育
委
員
会
生

涯
学

習
課
内
 
内
線

5
5
6
 

， 募集委員会事務局 募集委員会事務局 

i 阪神・淡路大震災の義援金 i 
~被災者からの配分申請受付中 I 

し、o 

◇間い合わせ先 

I
・
ロ
シ
ア
バ
レ
ェ
公
演
 

〇
5
月
1
9日
因
 

1
8時
 
開
場
 

1
8時
3
0分
 
開
演
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア

・
大
ホ
ー
ル
 

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

「
白鳥
の
湖
」
第
二
幕
 

オ
ペ
ラ
 
「フ
ァ
ウ
ス
ト
」
 
より
他
 

◇
前
売
券
 
3
0
0
0円
 

I 	 I 

i 	 i 
I 阪神・淡路大震災の被災者 

I 支援について、全国から温か

いご支援のもと、平成 9 年12 
月末現在で・、1,786億円も

の義援金を頂き、厚くお礼申

し上げます。 集まった義援金

については、随時被災者の方

々に配分しているところでトあ

りますが、申請について平成 

11年 3 月31日をもって期日と

致しますので、未申請の方は

お早めにお問い合わせくださ 

五
所
川
原
市
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ

ー
 

ツ
の
普
及
・
振
興
及
び
普
及
指
導
者
を

育
成
し
、
市
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達

及
び
明
る
く
豊
か
な
生
活
の
形
成
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
市
の
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

     

   nf⑥rmati⑥n  

    

    

 

 

「
第
八
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
 

洋
上
セ
II
Iナ
ー
参
加
者
募
集
 

市
福
祉
事
務
所
 
高
齢者
対
策課
 

高
齢
者
対
策
係
 
内

線

5
4
2
 

船
上
等
で
の
い
ろ
い
ろ
な
研
修
や
丑
（
 

同
生
活
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
と
の

交
流
を
深
め
、
い
き
が
い
e
高
揚
と
社

会
参
加
に
よ
り
今
後
の
地
域
活
動
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
 

◇
期
間
 

9
月
1
6日
困

、
9
月
1
9日
田
 

◇
コ
ー
ス
 

青
森
港
出
航
ー
（
洋
上
研
修
2
泊
）ー

 

《
 

《
 



8 月の運行と12月の東京ドーム展示に向け

て毎日夜の10時過ぎまで製作作業を行ってお 

今月の立侵武多其ノ弐 

東京ドーム出陣まであと218日 

ります。 

東京まで運搬して組み立てるという、これまでになかった人

形を、12フ‘ロックに分割するという特殊な方法を考えており

ます。 どうか皆様の参加をお待ちしております。 

また立侵武多を盛り上げるためにも、 ねぶた味佳子 （笛・太

鼓）の講習会を開催しますので、初心者、老若男女ふるってー 

ご参加ください。 

05月13日（水）から毎週水曜日 18時30分から20時30分 

◇旧市民文化会館（立倭武多製作場所） 

◇参加料無料。 楽器は若干準備しますカづ’、お持ちの方は持参 

してくださし、。 

◇問い合わせ先 商工観光課 内線392 （丹代、 白戸） 

五所川原市役所 容35-2111 

交通安全は家庭から

交通事故概況 

青森県内 五所」鵬潜察署管内 

2,222 105 
発生 

(+ 1 0 1) (+ 1 2) 

24 2 
死者 

(-6) (+2) 

2,683 129 
傷者 

(+ 1 4 6) (+20) 

- 1 内ま、前年対比 

運転はゆったりハートに 
しっかりベルト 

9 平成10年 5 月 1日 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

毎月1回は、県民交通安全の日 

第
八
回
青
森

県
民
文
化
祭
 

ポ
ス
タ
ー
募
集
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線
 

5
5
5
 

9
月
か
ら
1
1月
に
か
け
て
弘
前
市
、
 

黒
石
市
、
五
所
川
原
市
を
中
心
と
し
て
 

開
催
さ
れ
る
「
第
8
回
青
森
県
民
文
化
 

祭
」
 
の
ポス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
作
品
 

応
募
者
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
 

も
の
に
限
り
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
県
内
に
在
住
す
る
人
 

◇
締
め
切
り
 
5
月
2
9日
団
 

当
日
消
印
有
効
 

◇
応
募
方
法
等
 

公
募
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
教
育
 

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
応
募
先
 

一T
O
3
0
廿
0
8
0
1
 

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
ノ
ー
 

青
森
県
教
育
庁
文
化
課
内
 
青
森
県
 

民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
 

電
話
0
1
7
7
m
l
l
l
1
 

内
線
 
5
2
4
6
・
5
2
4
7
 

作
品
展
示

会
の
 

お
知
ら

せ
 

精
神
科
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
が
、
 

作
業
療
法
に
お
い
て
頑
張
っ
た
作
品
を

展
示
即
売
い
た
し
ま
す
。
 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 
 

〇
5
月
2
1日
困
 

午
前
9
時

、
1
6時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

働
く
婦

人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
 

《
男
の料
理
教
室
》
 

簡
単
な
巻
き
寿
司
の
作
り
方
ー
 

〇
5
月
2
1日
困
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 

◇
定
員
 
2
4名
 

◇
用
意
す
る
も
の
 

エ
プ
ロ
ン

・
メ
モ
用
品
・
材
料
費
 

《
五所
川
原
市
の
自
然
を
学
ぶ
教
室
》
 

馬
神
山
散
策
 

〇
5
月
1
5日
国
 

9
時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
出
発
 

1
3時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
着
 

◇
講
師
 
木
村
啓
さ
ん
 

◇
定
員
 
2
0名
 

※
 
お
弁
当
は
自
由
。
た
だ
し
、
必
要
 

な
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
働
く
婦
 

人
の
家
で
ま
と
め
て
注
文
し
ま
す
。
 
 ◇

受
講
料
 
無
料
 

バ
ー
ド
・
ウ
ォッ
チ
ン
グ
 

山
野
草
の
観
察
 

市
民
自
然
観
察
会
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線
 
5
5
5
 

〇
5
月
9
日
田
 

飯
詰
味
噌
ケ
沢
野
鳥
の
村
 

（
雨天
時
 
野
鳥
の
家
）
 

・

現
地
集
合
着
 

会
場
 
午
前
9
時
3
0分
 

・

バ
ス
送
迎
希
望
者
 

教
育
委
員
会
前
 
午
前
8
時
5
0分

◇
講
師
 
津
軽
植
物
の
会
々
員

日
本
野
鳥
の
会
々
員
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

昼
食
時
に
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
 

お
に
ぎ
り
な
ど
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
7
日
困
 

観
察
は
野
鳥
と
野
草
に
分
か
れ
ま
す

の
で
お
申
し
込
み
の
際
、
 「
観察
種

目
」
 
と
 
「
バ
ス
利
用
の
有
無
」
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
「
野
鳥
の
家
」
は
、
9
月
3
0日
困
ま

で
開
放
し
ま
す
。
学
校
、
団
体
、
家

族
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 



み
ん
な
の
健
康
教
室
 

〇
5
月
2
2日
団
 

1
3時
ー
1
4時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
講
師
 
阿
部
英
雄
先
生
 

西
北
中
央
病
院
健
康
管
理
課
 

◇
テ
ー
マ
 

「健
康
診
断
結
果
の
正
し
い
見
方
」
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

◇
テ

ー
マ
「
食
ぺ
る
ほ
ど
に
血
管
が
き

れ
い
に
な
る
食
事
」
 

〇
5
月
2
2日
国
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

か
ん
た
ん
ノ
健
康
 

レ
ス
ト
ラ
ン
開
催
 

l
~
I
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
料
 
金
 

無
料
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
1
8日
囲
 

先
着
3
0名
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
ェ
プ
ロ
ン
、
健
康

手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
、塩
分
測
定
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
そ
汁

（
小
瓶

に
入
れ
て
）
漬
け
物
（
二
、
三
切
）
 

〇
5
月
1
3日
困
 

1
0時

ー
1
6時
 

合
同
庁
舎
前
 

4
月
7
日
に
消
防
署
前
で
実
施
し
た

献
血
の
際
、
交
通
安
全
協
会
青
年
部
の

皆
様
か
ら
多
数
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

各
地
区
で
の
 

ー
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

ー
 

健
康
相
談
ー
 

健
康
 
相
談
 

〇
5
月
1
1日
卿
 

1
0時

、
1
2時
 

森
の
家
 

〇
5
月
1
5日
国
 

1
0時

ー
1
4時
 

献
血
の
こ
案
内
 

〇
5
月
2
0日
困
 

1
0時
3
0分

、
1
2時
 

沖
飯
詰
集
会
所
 

コ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

コ
 

F
 

〔
成
人
の相
談
日
〕
」
 

月ノ日 曜日 医療機関名 所 在 地 電話 救
急
医
療
当
番
医
  

5/3 日
  

増田病院 
五所川原市字 

新町41 35- 27 2 6 

5/ 4 日

『
 

 
対馬内科小児科医院 

五所川原市 
田町4-5 34 -343 1 

5/ 5 火
  

中村整形外科病院 
五所川原市 

一ッ谷160 
34- 33 15 

5/10 口
］
  

佐藤内科小児科医院 
五所川原市 

字弥生町4-2 35 -4155 

〇
5
月
1
3日
困
 

1
0時

ー
1
2時
 

1
3時

、
1
5時

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
注
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

1
．
対
応
時
間

（
電
話
で確
認

し
て
か
ら
）
 

9
時
か
ら
1
7時
ま
で
。
 

2
一
そ
の
他
、
消
防
署
（
救
急

病
院
案
内
廿
3
4・4
9
9
9
)
 

で
紹
介
し
ま
す
。
 

平成10年 5 月 1日 10 五所川原市役所 公35-2111 

×
 

雪
に
関
す
る
調
査
研
究
 

に
補
助
し
ま
す
。
 

青
森
県
企
画
部
地
域
振
興
課
 

合
0
1
7
7
・
3
4・9
1
4
7
 

青
年
海
外
協
力
隊
 

平
成
十
年
春
募
集
 

企
画
課
 
内
線

4
6
ー
 

◇
募
集
期
間
 
5
月
3
1日
卿
ま
で
 

当
日
消
印
有
効
 

◇
募
集
規
模
 

約
1
4
0
職
種
、約
8
0
0
名
を
募
集

◇
応
募
方
法
 

所
定
の
願
書
を
協
力
隊
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（健
康
診
断
書
は

一
次
選
考
受
験
時
に
提
出
）
 

※
 
申
込
用
紙
は
企
画
課
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
 

◇
選
考
試
験
／
一
次
選
考
 

〇
6
月
2
1日
卿
各
都
道
府
県
で
実
施
・

筆
記
試
験
（
技
術
、
英
語
、
協
力
隊

員
適
性
テ
ス
ト
）
と
健
康
診
断

（書

類
審
査
）
 

◇
派
遣
国
 
ァ
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
等
の
5
0数
力
国
 

◇
派
遣
期
間
 
2
年
間
（
単
身
赴
任
）
 

平
成
1
0年
度
 
第
1
次
 

2
等
陸
ニ
母
・
空士
の
募
集

市
民
課
 
内
線

2
2
0
 

◇
募
集
期
間
 
6
月
3
0日
因
ま
で
 

◇
試
験
日
等
に
つ
い
て
 

受
付
後
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
 

◇
試
験
場
 
自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

胃
3
51
2
3
0
5
 
 

◇
対
象
と
な
る
調
査
研
究
 

①
克
雪
技
術
や
利
雪
技
術
の
研
究
の

発
展
に
広
く
寄
与
す
る
調
査
研
究

②
豪
雪
地
帯
の
生
活
向
上
、
産
業
発

展
、
環
境
保
全
等
に
実
効
性
が
高

い
調
査
研
究
 

③
豪
雪
地
帯
の
自
治
体
行
政
に
対
し

有
効
な
提
言
を
行
え
る
調
査
研
究

◇
対
象
と
な
る
者
 

①
県
内
に
居
住
す
る
大
学
、
民
間
企

業
等
の
研
修
者
を
含
む
共
同
調
査

研
究
グ
ル
ー
プ
 

②
県
内
に
居
住
す
る
大
学
、
民
間
企

業
等
の
研
究
者
で
知
事
が
適
当
と

認
め
る
者
 

◇
補
助
金
額
 

調
査
研
究
に
要
す
る
経
費
の
2
分
の
 

1
に
相
当
す
る
額
又
は
1
0
0
万
円

の
い
ず
れ
か
低
い
額
で
す
。
 

◇
申
請
期
限
 
5
月
1
5日
圏
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
4
月
1
5日
9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
「
手
話
講
習
会
受
講
者
募
集
」
 
につ

い
て
、
時
間
を
毎
週
火
曜
日
と
掲
載
しま

し
た
が
、
毎
週
水
曜
日
の
間
違
い
で
し
た

の
で
、
関
係
者
の
皆様
に
お
詫
び
し
て
、
 

訂
正
い
た
し
ま
す
。
 



市民総合健診の 

お知目日 
～健診申込受付が始まります～ 

市民総合健診を、次のとお・り実施します。 

健康に自信のある方も、年に一度は自分の体をチェックし、生活習慣病の予防に役立て

ましょう。 対象者へは健診申込往復はがきが送付されるか、保健協力員が直接お届けいた

します。 ただし、40歳」』よ上の方で「毎年すべての検診を受ける」 に申し込まれている方は、 

自動自勺に申し込みとなり、はがきは送イ寸されません。 

項 目 

成 人 病 検 診（40歳以上の男女） 
婦 人 病 検 診 

(30歳以上の女性） 

婦人の健康づくり 

検診（30歳代の女性） 

基本健康診査 胃がん検診 大腸がん検診 
肺 が ん・

結核 検 診 
子宮がん検診 

乳 が ん・

甲状腺検診 

レデイース検診 

（結核検診） 

検診内容 

問診 

身体計測 

血圧測定 

検尿 

心電図検査 

眼底検査 

医師診察 

血液検査 

胃エ．ックス線

撮影（透視） 

便潜血反応検

査（ 2日法） 

胸部エックス

線撮影 

必要により 

熔疾検査 

頚部細胞診 

必要により

体部細胞診 

視、触診検査 問診 

尿検査 

身体測定 

血圧測定 

医師診察 

血液検査 

胸部エックス線 

検診料金 

国 保 無 	料 600円 300円 400円 無 料 300円 無 	料 

その他 無 	料 1,000円 300円 400円 1,000円 300円 無 	料 

70歳以上の方、生活保護世帯の方（証明書要す）、非課税世帯の方は無料です。 

対象年月日 S. 34. 3. 31 までに生まれた男女 
S. 44. 3. 31 までに生ま

れた女性 

S. 34 .4. 1- S. 44 . 3 31 

までに生まれた女性 

検診月日 

健診モデル地区 	 モデル地区以外の男性日 	モデル地区以外の女性日 	レデイース検診 

刀1.2 	藻川公民館 	 6/30 	 7/16.17 	 11/18 一 19.20 
万3 	コミュニテイセンタ一三好 	7/8 	 8/21 

7/9.10 	コミュニテイセンター松島 	10/13.19.20.21.22.23 	9/7.8.9.10.11.16.17.18 
8/18.19.20コミュニテイセンター七和 	 10/14. 15. 16 

受付時間 7:0 O-9:00 12:30 へ一 13:00 8:30-9:30 

実施場所 モデル地区は三好、七和、松島コミュニテイセンター、藻川公民館 他は保健センター 保健センター 

申込期間 5月 1 日（斜～ 15日（斜（期間厳守） 

〇申し込み方法 

申し込みは、返信はがきの希望する検診にぐ)pを・つけ、ポス トに投函するかお近くの保

健協力員にお届けください。 なお、電話でのお申し込みは間違いのもとになりますのでご’ 

遠慮ください。 

申し込みのあった方、既に 「すべての検診を受ける」 で申し込みされている方へは健診

日 2週間位前に健診日程等を通知いたします。 

〈注意〉 4月から医療機関でミニドック（基本健診）、子宮ガン・乳ガンの個別検診を受け 

た方、これから受ける予定の方は同じ種類の検診を受けることができません。 

◇間い合わせ先 はつらつ女性課 内線232・234 

11 平成10年 5 月 1 日 五所川原市役所 '35-2111 



材 料（4O---5O個分） 

小麦粉

ごま油

黒ごま

梅じそ

打ち粉 

2OO9 

大さじ 1 

1/2カップ 

少々 

少々 

	ノ 

A'o.26 

アーマ 

こんなおやつは
三ヘルシーです．ノ 

~ 五所川原市食生活改善推進員会 

こまのねじり棒 

「ごまもつもれば骨となる 

こつこつ食べましよう」 

ごまにはカルシウム、 

鉄分が多く含まれてお

り、ごま1/2カップでは

カルシウム720ni9 、鉄分 

6 m を取ることが出来

ます。 

普段の食生活で不足

しがちなカルシウムや

鉄分をこのような手作

りおやつで補いましよ

う。 

作り方 

①ふるった小麦粉にごま油、水U2カップを少

しずつ加え、耳たぶ程度のかたさにして薄

くのばす。 

②黒ごま、梅じそをふり重ね、またのばす。 

(3回繰り返す） 

③ 2cm x5cmの大きさに切り、手綱にして170て
の油でゆっくり、力リッと揚げる。 

	ろ 

I 	 	I 

下
岩
崎
 

松
 

本
 

千
衣

子
さ
ん
 

（五
五
）
 

私の健康づくり 
『自分の健康は自分で作るもの』 

健康に良いと思うことは、何でもやってみ

たいと話す松本さん。 そう思うようになった 

， きっかけは、 3年前出稼ぎに行った名古屋で

の寮生活だそうです。 

寮での入浴時、塩で全身マッ」ナージをする

若い人達を目にし 「イ可だろう ？やってみよ 2i 

と好奇心で始めてみると、最初のうちは肌」が

ヒリヒリ し痛かったそうですが、続けるうち

効果が現れ始め、肌はすべすべ、腹部が弓は

締まっていったそうで’す。 これは体にも良い

のーではと‘思い、肩こり、足の痛みなどにも塩

のマッサージをしてみると、痛みがすっかり

消え体も軽くなり、少し高めの血圧も落ち着

いたそうです。 それ以後、 “自分の健康は自

分で” をモッ トーに体によいことは続けてき

ました。 

現在では、塩のマッサージの刊l、 ゴルフボ 

， ールを手に握り、閉じたりする運動も毎日続

け、友人と水泳にも行きます。 

「体を動かすことは楽しみのーつ、元気が

わいてく る」 という松本さんは、今度はウォ 

ーキングに挑戦し、元気に年齢を重ねていき

たし、と言舌してし、ま した。 

みんなあつまれ 
	

ふるさと交流圏民センター 

オ』bデンシア局周⑩健物察肉 TEL33-21 11 
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曜日 催 	 物 開 演 入場料 ロ
］
 
 

曜日 催 	 物 開 演 入場料 

小
 

ホ
 
ー
 
ル
  

nソ
 

土
  

五所川原商工会議所 

創立50周年記念式典 

並びに五所川原商工会館 

落成記念式典 

11:00 一
 

 

小
ホ
ー
ル
  

24 日
  

五所川原高校演劇部公演 14:00 無料 

29 金
  

津軽広域農業共済組合

第 1回通常総代会 
10:00 

大
ホ
ー
ル
  

19 火 
ロシアバレエフエステイバル 

'98 五所川原公演 
18:30 

前売り 
3,000円 10 日 琴古流尺八演奏会（竹志会） 13:00 無料 

12 火
  

市教育研究会全員集会 14:00 24 ロ
］
  

津軽ブロック実践倫理講演会 9:30 
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